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１．研究計画の概要 
 この研究は、現象学に属するミュンヘン・

ゲッティンゲン学派の実践哲学を明らかに

し、現代哲学のなかで正当な評価を与えるこ

とにある。ミュンヘン・ゲッティンゲン学派

の特徴としては、必ずしも理論哲学の問題に

限定されず、倫理学や美学にも強い関心を向

けたことがあげられる。実践哲学というテー

マを軸にしてミュンヘン・ゲッティンゲン学

派にアプローチすることは、現象学のなかに

おける実践哲学の可能性を探ることになる。 
この研究においては、「感情」、「行為」、「意

志」などのトピックを取り上げて、それらが

ミュンヘン・ゲッティンゲン学派のなかでど

のように扱われていたのかに注目する。その

うえで、フッサールを中心とする現象学をつ

ねに意識しながら、そのなかでの同学派の位

置づけを明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）現在のところ、ミュンヘン・ゲッティ

ンゲン学派を正面から取り上げた研究とし

ては、フォン・ヒルデブラントの行為論に関

する論文を発表することができた。そのほか

にも、シェーラーの感情の現象学、ライナッ

ハの行為の現象学、プフェンダーの意志の現

象学に関する研究を行っており、今年度に公

刊予定の著作に盛り込まれる予定である。 
（2）ミュンヘン・ゲッティンゲン学派の拝

啓となる現象学的倫理学へアプローチする

試みを、論文や学会発表などで展開すること

ができた。とりわけ、フッサールとの比較研

究は、順調に進んでおり、実際の成果として

も結実している。とりわけ、他の研究者との

交流を踏まえながら、シンポジウム（現象

学・社会科学会）やワークショップ（日本倫

理学会、日本現象学会）を開催できた。そこ

では、筆者はミュンヘン・ゲッティンゲン学

派やフッサールの倫理学についての研究を

行い、他の関連分野の研究者と意見交換する

場となった。 
（3）上記のような研究の進捗状況のなかで、

ミュンヘン・ゲッティンゲン学派の実践哲学

を研究するにあたっては、その背景にある現

象学的倫理学との関連が重要であることが

明らかになってきた。そのためには、研究計

画の立て直しと研究期間の延長が必要にな

ってきた。そうしたことを踏まえて、本研究

を発展させるために、「現象学的倫理学とし
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てのミュンヘン・ゲッティンゲン学派の研

究」（基盤 C）として新たに科学研究費に申

請し、採択されることになった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に推移している。 

当初の研究計画はすでに実行しており、本

年度中に出版予定のものを含めれば、その成

果を公表することもできる。研究を推進する

なかで、現象学的倫理学との関連づけという

課題も生じてきたが、今後新たな科学研究費

のテーマに受け継がれ、そのなかで取り組む

ことが可能になった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 平成 23 年度より本研究は廃止され、この

テーマは「現象学的倫理学としてのミュンヘ

ン・ゲッティンゲン学派の研究」（基盤 C）

として継続されることになる。これまで以上

に、現象学派のなかでの位置づけという点に

焦点を合わせた研究を展開する予定である。

そのために、他の研究者との情報交換をしな

がら、現象学的倫理学の全体像を意識したう

えで、ミュンヘン・ゲッティンゲン学派の特

性を明るみに出して行きたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
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